
環境活動ふれあいひろば 
 

開催日時： ２０１１年３月２０日（日）１３：００～１６：００ 

開催場所： 淀川区民センター 

主  催： なにわエコ会議 「環境教育・啓発部会」 

参 加 者： 尾崎、一ノ瀬、菊池、小林 

全体参加者：約３００人  シニア自然大学校ブース参加者：大人３１人、子ども２２人合計５３人 

シニア自然大学校のブース：水をテーマとした掲示と環境クイズ 

自然工作（バンブーアート［干支ウサギ］） 

進行：１０時集合 会場設営 各ブース準備 

１２：５０ 受付開始 

１３：００ ステージ 活動報告 

  なにわエコ会議「環境教育・啓発部会の活動」 部会長山下 登正  

       「はじめの一歩 もったいないから考える環境と自然」 

           淀川区未来わがまちビジョン推進員会委員長 辻川 松子 

       「地球環境問題と大阪ガスの環境活動の取り組みについて」 

           大阪ガス株式会社 ＣＳＲ・環境部 チーム 古寺 淳二 

１３：２５ ブース活動開始 

１５：４０ 終了  後片付け 

１６：３０ すべて終了 

 

なにわエコ会議「環境教育・啓発部会」の活動報告の場として年１回開催しています。 

「なにわエコ会議」は大阪市の環境活動を考え、実行するために平成１６年６月に設立されました。「環境教

育・啓発部会」は３テーマ別部会の一つです。毎年大阪市の各区を回って参加体験型の展示・活動をしてい

ます。 

広報は小学校にチラシ配布、自治会への回覧等で実施しました。 

後半雨が降り出し１５時以降お客さんの足がとまった。 

６月に鶴見自然教室で使用した水についてのポスター掲示と環境クイズや自然工作（バンブーアート・干支

のウサギ）を体験してもらった。 

参加者に水の大切さや身近な自然のものから出来るものに喜びを感じてもらった。 

        

    

     ブース風景             「水」ポスター展示 



環境活動ふれあいひろば（２） 

   

        会場風景 

   

         ブース風景 

   

       工作指導               クイズの説明に奮闘 

   

                 他団体のブース 

                                  記録（小林 薫） 


